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① 年度計画機能 概要

発展会計にビルドインされた「年度計画」や「当期着地予測」の作成が可能となる機能です。
発展会計に登録されたデータを参照するため、短時間での計画や予測作成が可能です。

概要

Before

After

経営計画策定
システムを
選定→導入

発展会計で
普段通りに
仕訳入力

マスタ設定
実績・計画数値入力

計画数値入力

帳票出力

約３分の1に削減可能

入力工程

勘定科目や仕訳から転記できる数値は自動登録

帳票出力
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① 年度計画機能 概要（メニュー画面）

新規メニューとして、F1会計業務＞F1-4会計データチェック箇所に「年度計画一覧」を追加しています。
※表示が無い場合は、トップ画面の「担当者登録」にてアクセス権を可にしてください

メニュー画面
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① 担当者登録メニュー＞アクセス権「経営計画一覧」にcheck

② 年度経営計画一覧から計画の追加を行う

③ 納税マスタ登録を行う

④ 借入金マスタ登録を行う

⑤ 月次経営計画登録を行う

⑥ 損益科目別計画登録を行う

⑦ 貸借科目別経営登録を行う

⑧ 月次詳細計画登録を行う

⑨ 仕訳登録を行う

⑩ 決算予測を行う

手順 概要

年度計画機能 設定手順
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② 計画の追加

会計年度横のプルダウンから設定する年度を選択します。
年度を選択後、計画名称欄をクリックすると下部のF2追加が有効になるのでクリックすると、
「年度計画登録」画面がポップアップするので計画名称や期間、消費税課税方式を登録します。

手順
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③ 納税マスタ登録

計画追加後、F9納税マスタをクリックし、ポップアップされた納税マスタ登録画面から各項目の数値を
入力します。※数値は前年度の金額を登録してください

手順
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④ 借入金マスタ登録

F10借入金マスタをクリックし、表示をクリックしてから＞F2追加をクリックしてください。
借入区分の登録画面がポップアップするので、プルダウンから選択し各項目を入力して登録してください。

手順
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⑤ 月次経営計画登録

計画一覧画面でF8登録ボタンを押すとF6月次経営計画ボタンが有効になるのでクリックしてください。
損益・貸借・資金計画の各項目に発展会計で入力済みの数値が自動で転記されます。
科目名の右側にある直接入力をクリックすると、数値の直接入力が可能です。

手順１
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⑥ 損益科目別計画登録を行う

月次経営計画＞損益計画＞各勘定科目計画区分ボタンより科目別計画を登録します。

手順２

設定内容は以下の通りです
①科目計画モードを以下より選択する。

・直接入力 ・年間予算
・前期同額 ・過去平均
・前期比増減 ・科目連動

②選択した科目計画モードに応じて計算方法を設定する。
・前期比増減：計算方法(毎月平均/季節変動)、割合
・年間予算：計算方法(毎月平均/季節変動)、年間予算額
・過去平均：対象期間
・科目連動：連動方法(科目連動/属性連動)、割合

③連動する貸借科目（振替える科目）とその割合を入力する。
※割合は合計100%まで設定可能

④特筆事項がある場合は備考を入力する。
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⑦ 貸借科目別計画登録を行う

①

②

③

④

月次経営計画＞貸借計画＞各勘定科目計画区分ボタンより科目別計画を登録します。

手順３

設定内容は以下の通りです。
①計画期間の勘定科目振替設定を行う。

貸借連動科目、割合、期日

②以下項目を入力し、直近残高の勘定科目振替設定を行う。

貸借連動科目、割合、期日、滞留債権金額

③特筆事項がある場合は備考を入力する。
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⑧ 月次詳細計画登録を行う

売上、人件費、借入返済について、更に詳細な計画を設定したい場合に使用する機能です。
月次経営計画登録＞各ファンクションボタン＞F２追加＞計画グループ作成＞各属性計画区分設定を
行います。

手順４

F２ 販売計画

下部で設定した金額が上部に反映されます
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⑧ 月次詳細計画登録を行う

売上、人件費、借入返済について、更に詳細な計画を設定したい場合に使用する機能です。
月次経営計画登録＞各ファンクションボタン＞F２追加＞計画グループ作成＞各属性計画区分設定を
行います。

手順５

F３ 人件費計画

人件費計画(詳細)＞F２追加
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⑧ 月次詳細計画登録を行う

売上、人件費、借入返済について、更に詳細な計画を設定したい場合に使用する機能です。
月次経営計画登録＞各ファンクションボタン＞F２追加＞計画グループ作成＞各属性計画区分設定を
行います。

手順６

F４ 借入返済計画
借入返済計画＞F２追加

借入金マスタを使用or借入金登録
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⑨ 仕訳登録を行う

計画に反映させたい金額を仕訳から登録します。
月次経営計画登録＞F9仕訳登録＞仕訳登録名称・F2追加から入力します。
※仕訳登録にて追加された数値については損益計画・貸借計画の対応科目に「+」マークが表示されます

手順７
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⑩ 決算予測を行う

計画した内容に基づき、決算予測を行います。
貸借対照表、損益計算書、経営指標分析の３種の予測を行います。

手順８

確認した項目をタブより選択します
・貸借対照表
・損益計算書
・経営指標分析
※正しく表示するためには人件費、
仕入債務、売上債権が登録されて
いる必要があります。
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